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本日のプログラム

• 自己紹介・会社紹介
• ２０２０年度版ものづくり白書の事例紹介
• サプライヤーとしての事例紹介

• ４月長崎工業会会員アンケート結果及
び会員事業所の事例紹介

• ５月NISA会員アンケート結果・NISA紹介



自己紹介
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1965
長崎県大村
市松原生ま
れ

1972名門！！長崎県大村市立松原小学校入学

1976
大村市立郡
中学校入学

剣道を習う
泣いてばかり
吃音
宿題をせずに授業中
立たされる(泣)

剣道・バレーボールで人生に自信？

1981
佐世保高専機
械工学科入学

1986朝日工業社入社

1996
亀山電機創業

多くの出会い、刺激、励まし、
遊び、読書無し

出会い
11月15日

多くの先輩との出
会い、修行の日々

2020
亀山社中
創業



会社紹介
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• 創 立：1996年10月7日

• 所在地：長崎市弁天町3番16号

佐世保事業所／大阪営業所
東京事務所 ／名古屋事務所

• 社員数：83名(うち外国人10名)
• 売 上：8億7800万円（2021年3月）



ものづくり白書
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ものづくり白書より
株価の推移
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ものづくり白書より
設備投資額の推移
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ものづくり白書より
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生産設備導入からの経過年数比較
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ものづくり白書より
生産設備の稼働データ収集他
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ものづくり白書より
DXの推進に向けて経営者
が実践すべき事柄
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ものづくり白書より
DXの推進指標自己診断結果
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ものづくり白書より
DXの活用（ソリューション例）
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ものづくり白書より
DXの活用（ソリューション例）
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ものづくり白書より
各業務領域における
ITソリューションの俯瞰
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SCMにてDXを活用した
水平連携・垂直連携



ご存じとは思いますが参考
までに・・・IOTとIndustrial 4.0に関して

• 2010年代になって、米ゼネラル・エレク
トリック (GE) など米国勢が中心の「イン
ダストリアルインターネット」

• 2011年ドイツ政府による「インダストリー
4.0」というデジタル化政策があり、ドイ
ツのインダストリー4.0には医療機器大
手シーメンスやソフトウェア大手SAPが
中心になっている
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日本やドイツの課題
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サプライヤーとしての
事例紹介

レーザー溶接の装置（ドイツ製）の見え
る化の流れ
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Where 岡山県倉敷市

What レーザー溶接装置（ドイツ製）

経緯 ・2004年の稼働から2020年まで制御部品14
件の故障発生し、都度部品を購入し交換
・2020年9月あまりに故障頻度が高いので、
相談あり
・IoTでの見える化を提案したが、その前に現
状の検査をする事になった
・2020年12月；図面確認、機器接続確認、ノ
イズ、接地、ネットワーク等2日間の検査の
みで約150万円
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現在 ・稼働状況の見える化を行う費用は150万円
～300万円

・現在、お客様にて予算検討中

課題 ・見える化を行っても、故障の予兆状況（振
動がある値以上等）を明確にするのは運用
しながら行う必要あり。（大型機械でない限り、
メーカーから敷居値の指示は無い）

・新設の装置に設ける事は簡単だが、既存
装置に追加の場合、検討項目が多い。



長崎工業会
IT利活用に関するアンケート結果
３１社
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When 2015年
Where 西彼杵郡時津町

Who 業種；
・金属製品の製作・加工
・脱硝触媒の再生加工
・電設資材の仕入れ・販売
・土木・建築工事

従業員数；55名

What； 業務フロー見える化、原価管理

How much 約500万円

長崎工業会会員事業所の実例紹介
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Why

これまでの業務の流れ（売掛）

見積 受注 製造
納品

売上管理

納品書

請求管理

担当者ごと 自作システム
総務部門
別システム

問題点
1) 間接工数の増加
2) 業務の属人化
3)  データの不活用

長崎工業会会員事業所の実例紹介
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発注 入荷
仕入先から
の請求書

支払一覧

手形発行
支払処理

担当者ごと 自作システム 経理部門
別システム

特に処理なし

これまでの業務の流れ（買掛）

1) 非見える化
2) 業務の属人化
3)  データの不活用

問題点

Why
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How



改善内容

システム導入後（After）

発注
入荷

チェック

仕入先から
の請求書と

照合
支払一覧

手形発行

支払処理

見積り 受注
製造

工程管理

納品

出荷＝売上

売上管理

請求管理

新規導入システム
総務部門
別システム

製品ごとの
原価管理

工数集計

材料費



29

改善内容

① 出荷処理に連動して売上一覧に反映するので、
情報の把握が容易にできるようになった

② 発注品の入荷状況の把握が容易になった
③ 受注した案件を容易に検索・把握することが可能となった
④ 作業コードを細かく設定 → 各人の作業内容の把握

各受注品に対する工数集計ができる ＝ 分析へ
⑤ 売掛残チェックがしやすい。売上日、入金日などの

詳細も得意先ごとに把握でき、経理側からも閲覧可能
⑥ 商事部門で仕入れや出荷に連動した在庫管理が可能
⑦ 全てがデータベース化され、一覧表・順位表・

原価実績表などがすぐ作成できるようになった
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課題

1. データの正確性を追求する→より正確な原価管
理へ作業日報入力・仕入入力・在庫管理

2. 新システムを整理してマニュアルを作成。
効率よく業務ができるよう社内で勉強会を行う。

3. 新システムから見えるタイムリーな数字を、 業
務・経営に活かす。
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When 2017年
Where 西彼杵郡時津町、（姫路）

Who 業種；金属表面改質処理

（特殊鋼・超合金等素材にアルミ・クロ
ム・バナジウム・チタン等の金属を拡散浸
透させる表面改質技術）

従業員数；187名

How much 約300万円(自動化設備費、人件費除く)

長崎工業会会員事業所の実例紹介



32

Why
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改善内容
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改善内容

ネットワークカメラによる安全確保

温湿度センサを用いた除
湿エリア絶対湿度管理
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改善内容

振動センサを用いた加
熱炉ブロア予兆保全

製品詰め工程の
診える化
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課題・姿勢
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課題
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訪問させて頂き、
気付き・浮かんだこと

• 先ずやる
• 具体的に出来るところから
• やった結果、課題が明確
• その課題解決に向けて、

またやる
• 継続的改善



長崎県情報産業協会NISA
の対応、アンケート結果
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一般社団法人 長崎県情報産業協会 副会長

株式会社 亀山電機 代表取締役会長

北口 功幸
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ご清聴ありがとう
ございました

長崎工業会 令和3年度競争力強化支援事業

DXに繋がる中小企業のIT等
活用セミナー

事例紹介


